
準天頂衛星システム利用による
ロボットトラクタの夜間作業

NHK/総合テレビ「地球イチバン」（２０１２年１０月１１日）



夜間作業した圃場の作業計画・結果



準天頂衛星を利用した
ロボットコンバインによる収穫作業

HOKKAIDO UNIVERSITY, SAPPORO, JAPAN



アジア・オセアニア地域における準天頂
衛星システムのもたらすＩＴ農業市場

HOKKAIDO UNIVERSITY, SAPPORO, JAPAN

（平成24年3月13日 経済産業省準天頂衛星を利用した新産業創出研究会 ）



アジア・オセアニア地域
における準天頂衛星利用の期待

＜補完＆補強機能＞
インドネシア・マレーシア：
オイルパーム・稲作精密農業
ベトナム：稲作・コーヒー精密農業
フィリピン：稲作精密農業
タイ：稲作精密農業
韓国・台湾：自動化・ロボット化
稲作精密農業
中国：自動化・ロボット化
稲作・畑作精密農業

＜特に補強機能＞
オーストラリア：自動化



科学雑誌
NewScientist
(27, Oct., 2012)

【結論】【結論】
農業のロボット化は
米国・日本・EUなど
の先進諸国で将来
必要な技術である。



世界の食料需要の急増
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世界の食糧生産
は2030年まで
に現在の50％増
を 必要とする。

出展:FAO/UN

HOKKAIDO UNIVERSITY, SAPPORO, JAPAN
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未来の農業ロボット
EU（欧州連合）農業ロボット
研究開発プロジェクト

小型ロボットに超精密な農作業
をさせることを目指していま
す。
をさせることを目指していま
す。



Engineering

世界の食料増産に貢献した農業機械の大型化

長所
– 高い作業能率
– 単位面積あたりの人件費を
抑制

– 高い労働生産性
大ほ場向き

短所
– オペレータ人件費が高い
– 多大な初期投資
– 作業体系の柔軟性が低い
– 過度な土壌踏圧高い労働生産性

– 大ほ場向き
– スケールメリットがある

– 過度な土壌踏圧
– 土壌水分の高いほ場で
作業不能



土壌踏圧による
作物生育環境の悪化



異常気象により大型機械では
作業ができない !!



複数の小型スマートロボット
による協調作業システム

複数の小型スマートロボット
による協調作業システム




